　髙野家の人々　　大正昭和編　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
                                                    高野　獨源（髙野家第五代）
　　　　　　　一　

　この『髙野家の人々　大正昭和編』では、筆者の視点から書かれているため、髙野家に孫蔵、権吉以降諸流あるにも関わらず、筆者に繋がる系流を中心に書かれていることをまずご容赦されたい。そして、筆者の父方の父方である髙野家、父方の母方である宮原家、母方の父方である斉藤家、母方の母方である細川家について述べているが、これを『髙野家の人々』としてまとめてしまっていることもご承知おき頂ければ幸いである。

　
さて、まずは、髙野家である。

髙野家の大正、昭和を語るということは、どうも、曾祖父、権吉の渡道から話を始めなければならなくなる。

明治二十九年の春、十七歳の髙野権吉は北海道の札幌郡江別村野幌へ渡った。四月十五日、権吉は古志郡摂田屋の髙野三平家からの分家届けを出した。この野幌は、三島億二郎らの北越殖民社の土地である。
　私の父を通じて、祖父髙野時男の兄である、髙野勝＊氏に問い合わせてみたところ、権吉は馬を飼っていたという。また、魚も商っていたともいう。
実際、この野幌の後に戸籍が移っている門別村大字豊郷は、現在でもサラブレッドを育てていることで有名である。また、海岸に近いことから、漁業も盛んなようだ。権吉が馬や魚を扱っていたというのは、自然なことである。

しかし、勝＊氏は権吉が新潟県の出であることをご存じないようであったとのことである。北海道で生まれ育ったと認識しておられたようなのである。

これはどういうことなのであろうか。私は、不思議に思わざるを得ない。父和＊には、権吉は北陸地方のどこからか北海道に渡ったと聞いていた記憶があったし、母ですら、髙野家の北海道の前は、新潟の方に居たのだと、時男から聞いたことがあると言う。それなのに、祖父の兄であり、一緒に生活をしていた勝＊氏が、そのことをご存じなかったのである。これは権吉が自分が新潟の出身であることを敢えて言わなかったということではないだろうか。新潟の話なども家族にしなかったのかもしれない。
　いずれにしても、北の大地での生活は楽であったとは想像し難い。そして、北海道に移ってから八年後、明治三十七年四月十八日、岡田美津と婚姻届が出ている。この辺りは、『髙野家の人々江戸明治編』と記述が繰り返しになるが、権吉二十五歳、美津二十二歳の時のことである。ただし、この日付は、長男吉太郎の出生の前日となっている。つまり、明治三十六年には、既に実質的に結婚していたと言うことであろう。

　岡田美津は、岡田小兵衛、とよ、の長女で、明治十四年十二月二日生まれである。石川県河北郡出身であると思われる。婚姻届は、石川県河北郡八田村の兄、岡田市次郎が出している。しかし、本人も兄も、既に北海道に居たのではないだろうか。子供が生まれる段になって、その前日を婚姻の日とし、逆に吉太郎の出生を翌日にしたのであろう。

　二年後の、明治三十九年七月十日、沙流郡門別村大字波恵村番外地（現、日高市）に籍を移している。ここは昭和十一年九月一日の字名地番変更により、門別村大字宇豊郷となる。この「門別」は伊能忠敬の大日本沿海輿地全図にも、「モンベツ」として載っている。
　

　この移動の理由は不明である。ただ、同じ日、長女、きくゑが誕生したことになっている。ひょっとしたら、単に長女が誕生した際に、ついでに波恵村に籍を移しただけなのではないかと思えてくる。どうもこの北海道時代に関しては、いや、どこでもいつでもそうなのかも知れないが、届けの出し方が、かなり遅れていることも考えられ、波恵村に移ったのも、実際はかなり前だったのではないかと言う推測もあり得る。例えば、最初に北海道に渡って来た時に野幌へ移ったというのは北越殖民社としての名目上で、最初から門別だったのではないかという推測もありうる。ただ、明治三十九年七月十日のきくゑ誕生日に戸籍を移動しており、明治三十七年四月十八日
の吉太郎誕生日の前日の婚姻届の際には移動していないのは何故だろうか。

　
　　　　　　　二

明治四十一年八月二十八日には次男勝＊、明治四十三年二月二十八日には三男時男が誕生。大正に入って、大正二年九月二十二日には次女キヨノ、大正六年九月二十日には四男治男、大正十四年八月一日五男茂雄が生まれている。

　一家はこの後、昭和の初めには、河西郡帯広町に移っていたようである。長女きくゑは昭和二年に、次男勝＊は昭和九年にそれぞれ帯広の人と婚姻している。また次男勝＊の長男弘＊も昭和九年十二月十日に帯広で生まれ、権吉の戸籍に一緒に記載されているからである。

　権吉は、昭和十三年四月十九日午後六時、帯広市にて亡くなった。享年六十九。長男吉太郎は、大正六年に十三歳で亡くなっていたので、次男勝＊が昭和十三年五月十日に家督を継いでいる。

この権吉の三男時男が筆者である私の祖父である。明治四十三年二月二十八日生まれの時男が中学生の頃東京に出て来て、最初は横浜に居たということであるが、深川冬木の材木商、三関木材に勤めて、戸籍上は、昭和九年九月二十九日に結婚してほぼ同時の昭和九年九月十九日に東京市淀橋区角筈（現、新宿）に分家、昭和十五年二月十九日に深川区冬木町（当時和倉町三丁目）と移っている。東京髙野家の創始である。新宿に住んでいたころは、冬木まで自転車で通っていたと、時男は私に語ってくれたことがある。九段坂を自転車で駆け降りて競走していたのだそうだ。
冬木に移ったことは、職場の近くに引っ越したということになる。また、その頃の新宿と比べたら、深川地区に移ることは、都会に進出したと言うことでもあったと思われる。
冬木はその当時和倉町三丁目と言った。今でも、富岡の数矢小学校の北側に和倉橋の痕跡が残されている。掘割は埋め立てられ高速道路が頭上を通るようになった。昭和五十年頃のことである。

時男の結婚した相手は、宮原孝子であった。明治四十五年二月一日、長野県埴科郡南條村（現、坂城町南條金井）にて生まれた。父は、宮原秀資、母は、宮原（旧姓、滝沢）くら。
坂城町といえば、戦国時代の北信の雄、村上義清の本拠地としていた所である。宮原家と言えば、坂城町の本陣も宮原家と言い公開されている。何か関係があるのだろうか。あるいはまた、足利家の末裔で高家としての宮原家と言う家系もあるが、関係はあるのだろうか。
　　　　　　　三
ここで私は、東京髙野家と関わりのある家として、宮原家のことを述べたいと思う。

髙野時男の妻、宮原孝子の父宮原秀資は、養子であった。実父は宮嶋弥五兵衛、実母は宮嶋（旧姓、塩入）よし、である。宮嶋弥五兵衛の父は、宮嶋清太夫（筆者の五代前に当たる）で、その妻は、てる、である。宮嶋よしの父は塩入三右エ門である。いずれも南條村の人である。宮嶋弥五兵衛は嘉永四（一八五一）年九月四日生まれで、明治二十五年七月二日に家督を相続した。大正元年十月三日午後七時に六十一歳で亡くなっている。塩入よし、は長女で安政四（一八五七）年七月二日生まれ、いつ宮嶋家に入籍したかは不詳とされている。養子に出ていた秀資はこの母の名を長く知らなかったようだ。大正元年の弥五兵衛の除籍簿から秀資の戸籍に転記している程である。
秀資は明治十五年一月一日生まれ。次男、績は明治二十二年九月三十日に生まれ、弥五兵衛の死の翌日宮嶋家の家督を継ぐことになる。
秀資の戸籍によると、秀資は明治二十七年十月十日、推定家督相続人排除の裁判確定届出。推定家督相続人排除の原因及び届出人は知られていない。とされている。これは、秀資自身が、誰がどうして届け出たのか分からなかったということであろうか。秀資十二歳の時のことである。そして、同年同月二十三日に宮原友一郎、ちよと、養子縁組をしている。
養父、宮原友一郎は、宮原清三郎、やす（旧姓も宮原）の長男として安政二（一八五五）年八月十五日に南條村で生まれた。宮原やすは、宮原善兵衛の妹で文政元（一八一八）年二月一日に生まれた。いつ宮原清三郎家に入籍したかは不明である。明治二十二年に七十一歳で亡くなっている。友一郎は、明治十七年七月十日に家督を相続している。無くなったのは、大正五年四月二十四日午前一時である。六十歳であった。

そして、養母ちよは、安政三（一八五六）年十月二十二日生まれで、何と、宮嶋清太夫の長女、宮嶋弥五兵衛の妹である。つまり、秀資の伯母なのである。宮嶋家と宮原家はこの頃から親戚であったのだ。明治十一年六月五日に宮原家入籍。同年十一月二十五日には、長男、喜市を生んでいる。この婚姻があったからこそ、その十六年後の秀資の養子縁組が行われたのであろう。つまり、伯母が秀資を引き取ったのである。
秀資が引き取られた時には、既に宮原家には、兄、喜市が居たが、そのほかに兄弟が生まれた。明治二十一年友一郎、ちよの長女、いへ（明治三十八年五月十三日長野県小県郡神川村、八田和作長男茂と婚姻）。明治二十五年五月十七日、寶冶（明治二十九年二月二十八日、長野県小県郡塩尻村の塚田辧吉の養嗣子となる）。

明治三十七年から始まった日露戦争では、秀資は近衛軍の一員として戦った。暗い中では「上か、下か」と掛け声をかけ、「下だ」と返されれば銃剣で上を刺し、「上だ」と言われれば下を刺すという話を髙野和＊が太平洋戦争後の疎開中に秀資から聞いている。日露戦争当時は、二十二、三歳であった。
秀資は明治四十四年八月十七日、長野県小県郡大字上塩尻の滝沢利右エ門、きく、の長女、滝沢くら、と婚姻した。くらは明治二十一年十一月三十日の生まれである。滝沢という名字は、圧倒的に長野県に集中している。
明治四十五年二月一日、長女孝子出生。これが筆者の祖母である。

二女は君子、大正三年四月二十九日生まれ。

長男光臣は、大正四年十月七日生まれ。

二男寔（まこと）は、大正六年五月二十七日生まれ。

三女利子は、大正八年十二月二十六日生まれ。
三男博は、大正十一年九月六日生まれ。
四男登は、大正十五年二月十六日生まれ。ただし、登は昭和七年一月三日午後十一時、五歳で亡くなっている。
筆者は、くらが亡くなって、その告別式に出た時のことを覚えている。もの心が付くか付かないかの時（妹がまだ生まれていない頃とのことなので、昭和四十四年から四十七年の間。筆者が二歳くらいかと思われる）で、周辺の記憶は全く無いが、花をお棺に供えた記憶だけははっきりしている。また、狭い靴脱ぎ場の記憶もあり、父の記憶とも一致しており、びっくりしたのは最近のことである。場所は東京尾久であった。その頃、宮原家は愛知県豊川市牛久保を経て、尾久にあって電機店を営んでいたのだそうである。牛久保は、戦国時代に長岡藩牧野家の城があった場所である。
ちなみに利子は室賀氏と婚姻している。この室賀氏は、戦国の頃、真田氏と張り合っていた室賀氏であろうか。
　　　　　　四
さて、話を髙野家に戻そう。髙野時男と孝子の長女、晴＊は昭和九年十月十六日に東京市淀橋区角筈一丁目にて生まれた。角筈の戸籍に「本籍に於いて出生」と記されている。次女の＊子は、昭和十四年三月二十四日東京市深川区大和町に於いて出生。この間に少なくとも冬木近辺に移っていたと考えられる。
長男、和＊は、昭和十六年一月二日、東京市深川区冬木町二十二番地にて出生。筆者の父である。
既に昭和十二年には、日中戦争が始まっていた。その頃街角には町会や在郷軍人会によって「国威宣揚」の旗の掲揚台が立てられたりしている。和＊の生まれた昭和十六年十二月八日には、太平洋戦争（当時、大東亜戦争）が始まった。大変な時代が始まっていた。我が髙野家の本家筋に当たるかも知れぬ髙野家出身の山本五十六らの非戦論の甲斐も虚しく、開戦が決し、反対していた連合艦隊司令長官、五十六が先陣を切る羽目となったのである。山本五十六は、ロンドン軍縮会議、日独伊三国同盟の締結への反対などを通して、徹底して非戦論者であったが、不運にも昭和十四年八月三十日に連合艦隊司令長官の職につき、昭和十六年の開戦を迎えてしまったため、このようなことになってしまったのだ。戊辰戦争の頃、戦いを避けようとしながら結局先陣を切って戦う羽目になった、長岡藩家老河井継之助と重なり合うところがある。
　　　　　　　五

　さて、ここで、話を長岡に戻そう。長岡の南、摂田屋の西へ直線距離で三キロほど、越路橋で信濃川を渡ったところに越路町という場所がある。かつての三島郡越路町である。ここに中沢と飯島という地名がある。ここにそれぞれ齊藤家、細川家という家があった。越路橋から近い方からいうと、まず中沢があり、次に西野という地名がある。そして、右に行くと篠花、まっすぐ行くと、道路の右側が飯島となる。
　関越自動車道のぼりで長岡を過ぎてすぐの所で、左側に見たことのあるような林の配置があめな、と思ったら、中沢であった。すぐ近くを高速道路の高架が通っているのである。

三島郡中沢村四十九番戸の齊藤治八（先代）の長男治八（後代、天保元年《一八三〇》十一月十四日生まれ）と、三島郡高山村の棚橋門七の三女リカ（天保十二年《一八四一》七月十六日生まれ）が婚姻した。安政二（一八五五）年三月七日のことであった。治八はその前年の安政元年一月一日に家督相続していた。齊藤家の家紋は丸に横木瓜である。　
　治八とリカの長男が齊藤利吉で、筆者の曾祖父である。明治二年四月三日生まれである。利吉の兄弟としては、長女モト（生年不詳）、次女（名前、生年不詳）、三女ミイ（明治六年三月十六日生まれ）、二男要吉（明治九年三月十四日生まれ、明治三十七年九月二十一日死亡、享年二十八歳）、四女ツマ（明治十二年五月二十一日生まれ、明治三十四年五月二十四日午前八時死亡、享年二十二歳）、三男定吉（明治十五年一月十日生まれ）がいる。齊藤モトの子に要吉がおり、モトは入っていなかったが、治八の戸籍に入っている。それによってモトの存在が判明したのである。要吉は明治九年二月六日生まれである。明治二十四年八月十五日に、三島郡飯島善兵衛古新田の方へ養子に出た。
利吉は明治二十三年三月十二日に江口キクと結婚し、明治二十六年一月二十六日に齊藤家を相続した。
　江口キクは三島郡才津村大字才津の江口五三次の二女で明治三年一月二十四日生まれである。

　利吉、キクの長女がキミ（明治二十三年十一月五日生まれ）、長男が正二郎（明治二十六年一月十八日生まれ）、二女スヨ（明治二十八年九月十三日生まれ）、二男大八郎（明治三十一年一月一日生まれ）、三男六郎（明治三十六年二月二日生まれ）、三女チャウ（明治三十三年十一月十五日午後十二時出生、大正二年七月四日午前三時死亡、享年十二歳）、四女さい（明治三十八年十月十一日生まれ、同年同月十六日午後十一時死亡）、四男松次郎（明治四十年十一月八日生まれ。双子兄）、五男竹次郎（双子弟、明治四十一年四月二十一日午後六時死亡）である。スヨは大正八年十二月二十一日に三島郡深才村大字才津二千二番地、江口六太郎と婚姻届出しており、また、大八郎も、大正十五年一月二十八日に六太郎の妹の江口シマと婚姻している。兄弟揃って江口家と結びついており、父の利吉も同じ江口家のキクと婚姻しており、江口家とは密接な繋がりが認められる。
　三男六郎は、筆者の祖父である。六郎と名付けたのは、六番目の子供だからであろうか。
　　　　　　　六

　さて、さきほど、飯島と言うところには、細川家があると書いた。三島郡飯島村十五番戸の寅松（先代）である。妻は、古志郡前島村の關三左エ門の長女サカ。文化十（一八一三）年八月五日生まれである。關三左エ門は三十年昔と考えても、寛政よりも前の生まれとなる。筆者の六代前の先祖である。祖母の祖父の祖父である。現在分かっている人物の中では、最も古い先祖である。天保三（一八三二）年二月二十日に長男が生まれ、これも寅松である。この後代寅松は、安政六年に細川家を先代寅松から相続した。妻はキノ。しかし、このキノは明治四年に末っ子ミスを産んだ後、明治十四年までの間には、亡くなってしまったのかも知れない。というのは、明治十四年十二月九日に古志郡釜ヶ島村の伊佐八郎右エ門の長女、天保四（一八三三）年五月八日生まれの伊佐ソモが後代の寅松家に入籍しているからである。後代寅松とキノの子は、松太郎（嘉永三《一八五〇》年十月六日生まれ）、長女（名前、生年不明）、次男（名前、生年不明）、粂蔵（安政二《一八五五》年八月十七日生まれ）、徳蔵（安政五《一八五八》年七月九日生まれ）、猪松（文久二（一八六二）年八月九日生まれ）、チノ（明治元年十一月八日生まれ）、マツ（明治二年九月七日生まれ）、ミス（明治四年八月二十五日生まれ）である。この内、粂蔵の母がキノであることは粂蔵の戸籍からはっきりしている。あとは、推定である。恐らくキノで間違いあるまい。
　この後、長男松太郎は、明治二十年六月二十三日、父と同じ地番にて分籍した。長男であるのに相続しなかった理由は分からない。不思議なのは、三男の粂蔵（粂の字は、本当は、米の部首を馬と書くのが正しい）が、同年五月十七日に、養子に行っていた長岡上田町の高井富蔵家から細川家に復縁し、六月一日に嗣子となっていることだ。その三週間後に松太郎は分籍した事になる。一体何があったのだろう。分籍する前には、松太郎には既に明治九年十一月十五日生まれの長女スカ、明治十一年八月十三日生まれの長男藤次郎、明治十三年十二月二十二日生まれの二男松次郎、明治十九年十月八日生まれの四男五作という四人の子供が後代寅松の戸籍に入っている。これらの子供の母がどうして戸籍に入っていないのかが分からない。また、三男の名も見当たらない。戸籍を作った時には、既に居なかったということだろうか。そして、それが分籍と関わっているのだろうか。
寅松の長女、次男の消息も不明である。
いずれにしろ、三男粂蔵は戻って来て、嗣子となり、四男徳蔵も、明治二十三年五月二十七日に、佐藤寅蔵養嗣子を離縁し細川家に復縁。五男五作も、明治二十二年十月十六日、鈴木六郎次養嗣子離縁して細川家に復縁している。この相次ぐ養嗣子離縁復縁は何なのだろうか。

明治二十二年三月二十九日、粂蔵は古志郡釜ヶ島村の伊佐八郎（伊佐八郎右エ門の子か？）養女、伊佐ホイと婚姻した。細川家は、二代に渡り、伊佐家から嫁を取っているのだが、いずれも、筆者とは血が繋がっていないのである。ホイは、明治二年一月三日生まれ、明治二十六年四月十六日に亡くなってしまう。そして、同年十二月二十六日、三島郡日越村大字北才津の大川信太郎の妹、大川トイと婚姻する。トイは明治三年九月七日生まれである。才津といえば、齊藤家と関係の深い江口家も才津であった。
粂蔵、トイの長女フジが生まれたのが、明治二十八年一月五日。その他、長男寅吉（明治三十年四月十日生まれ）、二女スミ（明治三十四年十二月十五日生まれ）、三女ノイ（明治三十七年八月九日生まれ）、四女いつ（明治四十一年六月十五日生まれ）、五女タキ（明治四十四年十月十日生まれ）、六女なみ（大正三年六月十五日生まれ）がいる。四女いつが筆者の祖母である。
筆者は祖母いつの家で、いつの姉妹に会ったことがある。幼時の頃のことで、筆者の母が「蒲田の伯母さん」と呼んでいた、ノイである。結婚して安田ノイとなっていた。筆者が祖母の家に遊びに行ったら、祖母はおらず、代わりにノイおばあちゃんが居て、似ていたため、最初は祖母と間違えた。かわいがってもらった覚えがある。筆者が子供ながらに、ゴムかぜんまいか何かが、「馬鹿になっている」と言ったのを聞いて、勘違いして、「馬鹿馬鹿って言われて育って自分のことを馬鹿だなんて言うんじゃないのかい」と私の事を心配したのだそうである。勿論私は、「馬鹿になっている」というのは「伸びきってしまっている」という意味でいったのだが、ノイは子供がそんな「馬鹿」の使い方をすると思わなかったらしい。

平塚のおばさんと母が呼んでいた、いつの妹の小川タキも、いつとそっくりであり、母によれば、どこかで筆者と会っているのではないかという。確かに筆者にも、随分似た姉妹だと思った記憶がかすかにあるのである。

ノイといつは富岡製糸場で働いたことがあるらしい。ノイは、働くのが大変だと言って、直ぐに帰って来てしまったが、いつは決められた期間しっかり働いて帰って来た。筆者も昨年富岡製糸場を訪れたが、この工場は、国家を挙げての模範工場を目指して開始されただけに、『ああ野麦峠』や『女工哀史』などの印象から、一般的に、労働条件が劣悪だと思われている女工のイメージに反して、とても進んだ労働体制だったようである。女工にしても、周辺の士族の娘や財産のある農工商家の娘を募集して、工場の良いイメージを持って帰ってもらうという狙いがあったという。長岡はそんなに遠くも無く、細川家は娘の教育や修行の一環として娘を富岡へ送ったのかも知れない。細川家は村で一番大きな家で、着る物も他の子と違うお洒落な物を着て小学校に通っていたのだそうである。いつが小学校を卒業したのは、四年で卒業であるから、大正八年位であろうか。
後に（戦後だと思うが）、いつと筆者の母八＊子とが中沢や飯島を歩いていると、祖母は、そこここの豪邸を指差しながら、この家は、いとこの誰々がお嫁に行った家だ、などと説明しながら歩いていたものだという。途中途中で知り合いの家に寄って挨拶したりなどしながら中沢村と飯島村の間を行き来したりしていたようである。いつ自身の結婚も、それぞれの村の豪農と大地主同士の結婚だったのである。しかし、それでさえも、いつに言わせれば、「二代に渡って遊んで心緒つぶした」ということになるのである。その前は、細川家はもっと凄い家だったということなのである。つまり、先代の寅松より、もっと古い時代のことである。
かつて、この飯島村には、家が六十軒くらいあるうち、四十件位が細川姓だったそうである。そして、村をまとめていたのが、いつの細川本家であったという。村人を集めるに法螺貝をもってしたという。まるで戦国時代のようではある。戦後は細川という姓はいつの細川家だけだったと八＊子は記憶している。筆者が二〇〇九年八月に訪れた場合には、ざっと通っただけではあるが、細川姓は見当たらなかった位である。入れ替わってしまったのであろう。
　　　　　　　
　　　　　　　七

　大正十年五月七日、細川粂蔵の長男寅吉は同じ来迎寺村飯島の細川仁吉、スカの二女、フサと結婚した。そして、大正十年十月に十五日に長男藤作、大正十三年三月十日に長女スギ、大正十五年二月二十日に二男勝治、と子供が生まれる。この系が細川家を継いで行く事になる。粂蔵が亡くなるのは、昭和四年十二月二十六日午前八時。昭和五年一月二十四日に寅吉が家督相続を届け出ている。
　大正十一年には、粂蔵の二女スミが、粂蔵の妻トイの実家の大川家に嫁いでいる。大川竹次である。
　さて、中沢の齊藤家と飯島の細川家とを結びつける結婚があった。齊藤利吉三男の六郎と、細川粂蔵四女いつの結婚である。戸籍では昭和四年九月十日、婚姻届が出ているが、長男孝＊の誕生が十二月五日であるため、実際の結婚は、もっと早かったであろう。昭和四年の初め頃だろうか。また、長男は、東京市深川区萬年町二丁目三番地の兄の齊藤大八郎宅で生まれているのである。（戸籍上はそうなっているが、筆者の母によると、佃の渡しで聖路加に行き、そこで長男を産んだと言う。）籍はみんな中沢の細川粂蔵家に入っているが、実際にはもう東京に来ていたのである。大八郎が萬年町に分家届けを出すのも、これより遅れて昭和五年十月九日である。この年の一月に本家では兄の寅吉が家督相続している。
　昭和六年八月二十一日、長女ユ＊が東京市深川区門前仲町二丁目二番地で生まれているので、この時には、確かに門前仲町に移っていることが分かる。昭和八年八月五日には二女エ＊、昭和十年九月八日には二男敏＊、昭和十三年八月三十一日には三男正＊、昭和十五年十一月十二日には三女八＊子、昭和十九年一月二十三日には四男勝治が同所で生まれている。
　　　　　　　八
　さて、昭和十六年に真珠湾攻撃によって始まった戦争では、昭和十七年四月十八日には、早くも東京への初空襲があった。そして、六月五日にはミッドウェイ海戦で大敗を喫してしまう。昭和十八年四月十八日、奇しくも東京発空襲の一年後なのだが、山本五十六連合艦隊司令長官はブーゲンビル島上空で戦死してしまう。
　宮原家の博は昭和十九年十一月十三日フィリピン、マニラ港で戦死した。二十二歳だった。

　やがて、サイパン島などがアメリカ軍の手に落ちると、東京への空襲は、頻繁に行われるようになってくる。東京では、学童疎開が行われる。地方に親戚がいる場合はその親戚に、いない場合は、地域ごとに疎開先が割り当てられたようである。

　例えば、江戸川区と鶴岡市は姉妹都市であるが、これは、鶴岡市が当時江戸川区の疎開者を受け入れていたからだそうである。
　東京への空襲は百六回にも及んだと言う。その中で最も酷かったのは、三月十日の空襲であった。十万人が一夜で死んだ、東京大空襲である。

　深川区冬木の髙野時男家では、長女の晴＊（十歳）は長野県坂城町の宮原おばあちゃんの所へ疎開に行って東京には居なかった。時男、孝子、次女＊子（五歳）、長男和＊（四歳）が在宅していた。時男は、冬木町の警防団の団長をしていた。これは町内会で組織されるものであった。この頃、男はみな徴兵されて戦争に行ってしまい、町内会に殆ど居なかったのだが、時男は徴兵を免れていた。時男の勤める会社では、材木で銃座を製作していたため、軍需のため、徴兵を免除されていたそうである。時男は警防団の出動記録というものを所持しており、長男和＊は、それを見たことがあると言う。団員は空襲警報や警戒警報が鳴ると町会事務所に駆け付けるのである。
　
　　　　　　　九
　三月九日から十日に日付が変わってすぐのことである。警報が鳴った。Ｂ二九が超低空で焼夷弾を投下する。この時、Ｂ二九の操縦士の顔が逃げるものから見えたという話はよく聞く。時男は町会事務所に向かって冬木一の十六の家を出た。残された家族三人は、防空壕に入った。家の前に防空壕を掘ってあったのである。この頃あちこちに防空壕が掘ってあった。普通は、小さなもので、上には畳や板をかぶせただけのいい加減な防空壕である。火が付いたら一巻の終わりなのである。
　暫く防空壕に入っていると、外から呼ばわる声がした。

「この防空壕に誰か居るか？」

時男であった。三人が入っているのを知ると、

「馬鹿者！すぐに出ろ！」

　外に出た。一番小さい和＊は母孝子におんぶされた。＊子は時男に負ぶさっていたのかも知れない。とにかく時男は三人を連れて伝馬船の浮かぶ掘割（運河）へ行った。江東区は現在よりも多数の掘割が巡っていて、材木運搬などに使用されていたので、どの掘割であったかは不明である。家があったのは、現在の江東区立深川第二中学校の裏手である。北側にも東側にも近くに掘割がある。
　伝馬船が三艘あり、時男は三人を真ん中の船に乗せた。
「いいか。この船頭さんは頼りになるから、この人の言うことを聞きなさい」

そう言って，時男は去っていった。

　火は船にも迫っていた。熱風が水面を走っている。火が空気の温度を上げるとその空気が上昇し、旋風が起きるのだ。船頭さんは、布団を船に乗った人たちにかぶせ、その上から水を掛け続けていた。

　電信柱にかかる電線がピカピカしている。

　布団の下では、子供が一番下になり、それを覆うように大人が這いつくばった。その上に濡れた布団を被せたのであった。しかし、布団も熱のため、すぐに乾いてしまうため、船頭さんは船の艫から出る水を常に掛け続けたのだ。船は沈没寸前まで人が乗り込み、もうどこにも乗り込む余地がない状態だった。

　しかし、岸からは、乗せてくれ、と乗船を求める人がやって来た。しかし、船頭さんはそれを断る以外に術は無かった。乗せてしまえば沈没して全員が死ぬのだ。
　こうして何時間を凌いだことだろう。
「もう大丈夫だ」

　周りを見ると、両側にあったはずの船が見えなかった。沈んだのだろう。乗っていた人たちはどうなったのであろうか。真ん中の一艘だけが残ったのであった。九死に一生を得たとはまさにこのことである。
　ちょうど、引き潮であった。岸への渡し板が斜めになっていたのを和＊は覚えている。薄明かりの中、和＊は、船から岸へ飛び移った。
　

　　　　　　　十

　家族を船に乗せた後、時男は、警防団員に解散を告げるために、走り回っていた。警防団としては、ここまで酷い状況となっては、もはや何も打つ手は無いのだ。しかし、その職務をやり遂げるのはやはり危険であった。ついに火の手に迫られ、時男は川へ飛び込んだ。
　警防団員は鉄兜をかぶっていた。これが、火をかわすのには役に立った。しかし、熱せられて、とても被っていられなくなる。そこで、脱いだり被ったりを繰り返す必要があった。やがて、防空頭巾が風でどこからか飛んできて、近くに落ちたので、それを鉄兜に上から被った。
　また、切れた電線が垂れ下がってきて、それに捉まることができた。

　こうしてどれ程の時間を凌いだのだろう。もはや力尽きると思われた頃、
「誰か居るか」

という声がした。時男が何か応えると、
「あ、髙野さん」

と、その人は梯子を持って来て川に下ろしてくれた。時男は梯子に取り付きよじ登ろうとしたが、まともに登れない。もう体力が残っていないのだ。どうしても梯子の裏側に体が回ってしまう。そのまま梯子の裏側を登る有様であった。
　しかも、悪いことに、眼をやられて見えなくなっていた。川といってもドブのようなもので、塩分もあるのだ。それでも、燃え尽きて焼け野原となった陸地に、死なずに上がれただけでも、まだ幸運だったと言えるのだろう。

　一方、孝子、＊子、和＊の三人は、火災の収まった（？）岸に上がってさまよっていた。ある知り合いと会い、
「お父さんどこかで見かけなかっただろうか」

と聞くと、

「明治小学校の三階で震えていたよ」

ということだった。こうして家族四人は幸運にも明治小学校で合流できたのであった。

　その後、誰かは不明なのだが、四人は、隅田川に近い佐賀町の米蔵で三、四日お世話になったのだそうだ。佐賀町で燃えていない所があったのは以外であるが、この親切な方のお陰で、助かった。米の袋から米がぼろぼろこぼれ出ていたと、和＊は記憶している。

　時男は破裂した水道で目を良く洗ったら、やがて眼は見えるようになった。

　その後、四人は、孝子の実家、宮原家を頼り、長野の坂城へ向かうことにした。汽車には上野から信越線に乗らなければならない。上野までの交通機関は全てやられてしまったようであった。永代橋を渡って上野へ向かう。日本橋方面に三越と思われる、とんがったビルが見えた。辺りの電信柱は、燃えたり倒れたりしていた。道には、死んだ人がいっぱい転がっていた。
　永代橋を渡ってから上野方面に向かう。

　上野からの信越線の列車は混んでいた。客室は一杯で、時男は妻と子供達を窓から客席に押し込むと、自分は炭水車（機関車に付属する石炭と水を積む、車両または機関車の一部）に乗った。客車内は、座れた者はまだ良いが、立った者同士も全く隙間が無いような状態だ。だから、トイレに行く時は大変だ。子供達は大人たちの手渡しで、トイレまで頭上を送られていく。大人はそうは行かないので、どうにかしたのであろうが、大変だっただろう。そして、蒸気機関車なので客室内に煙が入ってきて、真っ黒けになる。
　こうして何とか坂城に辿り着いた一行は、宮原家に至った。こちらでは、東京での惨状については既に情報は伝わっていたであろう。長女晴＊は以前から疎開していたのである。
　暫く宮原家に世話になっていたが、宮原家もそんなに部屋も余っているわけではない。二ヶ月目くらいからは、近くの大地主の竹花家の一室にお世話になった。こうして、髙野家の坂城での生活が始まったのである。
　和＊は、宮原家の戸主秀資のことを良く覚えている。秀資が日露戦争の時、満州で近衛兵として出征していたのだ。暗い戦場で、銃剣を持って「上か、下か」と味方を確認しながらの白兵戦の話などを聞いたようだ。秀資の妻くらと、長女孝子に、二女君子、二男寔（まこと）が坂城には居た。長男光臣は、昭和十六年二月十四日に伊藤はる江と結婚した頃、愛知県豊川市牛久保に居た筈である。三女宮原利子は昭和十七年十二月十二日に室賀茂美と結婚し、坂城には居なかった。三男宮原博は昭和十九年十一月十三日、フィリピン島マニラ港にて戦死している。従って和＊はこの名も知らなかった。四男宮原登は、昭和七年一月三日に五歳で亡くなっている。時男、晴＊、＊子、和＊を合わせると、坂城には八人が居たことになる。
　さて、坂城に来て一年ほどして、時男は東京へ戻った。仕事の都合である。一年程と言えば、昭和二十一年の三月に当たり、戦争はとっくり終わっている。焼け跡に家を建てるため、材木は大量に必要なのだ。材木屋である時男は忙しくなった。

　会社は江東区門前仲町一丁目の交差点の角に在った。現在そこは地下鉄の出入り口や喫茶店になっている。ここの二階に会社が在った。
　和＊は、六歳になったとき、坂城の南條小学校に通い始めた。二年ほど通ったのである。しかし、昭和二十四年九月頃、和＊も東京都江東区に戻って来て門前仲町に済み、明治小学校に転校した。小学三年生の時のことである。
　住居は交差点角の二階（現在ミスタードーナッツがある建物）なので、通りが良く見える。門前仲町の南の月島には当時基地があって、アメリカ軍が使用していた。ある時、戦車が百台くらい、昼間からライトを点けて走ってきた。和＊は二階から見ていた。

　この頃は、配給制度が残っていた。衣料切符、食糧切符、米穀通帳などがあった。

　ここも、小学校五年生の頃（昭和二十六年）に一家は富岡一丁目の八幡宮境内に引越した。和＊は、明治小学校六年生の時に盲腸になった。

　　　　　　　十一

　さて、話を再び三月十日に戻そう。

齊藤家は門前仲町の交差点のすぐ近く、現在のジョナサンのある奥にあった。当時は通路を通って奥に入ると共同の水道があって周りに何軒かあったと言う。奥に大竹さんという、竹屋があったそうである。その通路の隣に時計屋があったというが、現在の原田時計店は戦後からで、場所も少しずれているようで違うようである。三和銀行（現、三菱東京ＵＦＪ銀行）や煎餅のみなとやは古いようだがいつからここに在るのだろうか。
子供達七人のうち、三人は、長岡の越路町中沢の齊藤家と飯島の細川家に疎開していた。長男孝＊は東京に残っていたが、長女エ＊は齊藤家に、次男敏＊と、ユ＊は細川家に居た。
ちょうど前日、三男正＊は友達と相撲をとって足の骨を折ったという。添え木をしていて、歩けない状態だった。
夜半、空襲警報が鳴って、齊藤家はまず永代通りに掘られた、十人位が入れる防空壕に入った。爆弾が落ちてきて、耐えきれないと判断した齊藤六郎は壕を出ることにした。六郎が、足を折った正＊を背負う。いつが一歳一ヶ月の勝治を背負った。長男孝＊が八＊子を負ぶった。永代通りを１区画進んだ「えびすや」という布地屋（現在の山屋ビル。これは当初、山屋八万男氏のビル。現在ＪＴＢなどが入っている。）の所を南に曲がり石島橋を渡って、さらに左(東)に折れた辺りに防空壕があり、今度はそこに入った。現在の東豊エステートやホテルリンクスより、もう少し先（東）だったのではないかと思われる。ホテルリンクスの並びである。

そこもしばらくすると火がつきそうであったため、またしても六郎はそこを出ることにした。

八＊子は飛び舞う火の粉が足にかかって熱かったのを覚えている。火の中をさまよい、一旦さらに東に進み、巴橋(ここには現在でも戦前の昭和十四年に建てられた『国威宣揚』の碑が立っている。近頃周りの草木が除かれたため、かなり目立つようになった。同種の碑は深川一丁目の清澄通りと葛西橋通りの交差する所にある公園でも見ることができ、こちらは昭和十二年に深川区亀住町町会および、同在郷軍人会などにより建立され、軍人の小笠原數夫の筆である。)の南辺りまで進んだあと、南に曲がり更に西に曲がって、深川病院方面に向かった。

深川病院はコンクリートづくりの大病院であった。現在の牡丹町公園がその跡地である。

齊藤家がその病院の一番頑丈そうな死亡室に入った時は、まだそこには一人か二人しか居なかった。
やがて、そこに人が次々と逃げ込んで来た。怪我をしている正＊も座っていられなくなるほどであった。四畳半くらいの部屋に、三十人ほどがぎっしりと入って、満杯になった。

この死亡室は密閉式であったようである。窓はあったらしいが、八＊子の記憶では涼しかったということである。冷房設備があったかどうかは分からない。扉も頑丈であった。これ以上は入れないという段階で扉を施錠したらしい。外は火が回ってきている。

「開けてくれ！」

との叫びにも、もう応えることができない。開けたらこの死亡室も全滅であろう。

　周囲の火が収まるのを待って、死亡室の外に出た。隣は霊安室だったが燃え尽きていた。

西に向かい清澄通りに出て、黒船橋を渡って門前仲町交差点に進む。無数の黒焦げ死体が道を塞いでいるのをぴょんと、飛び越え、飛び越え、進んだ。背負われていた八＊子はそのぴょんぴょんといつの背中で飛ぶ感覚を鮮烈に覚えている。死体は炭のようだったという。

恐らく一行は、自宅も含めた交差点周辺の家屋が、全て灰塵に帰しているのを確認しただろう。近くの臨海小学校は燃えていた。付近で燃え残っていたのは、富岡一丁目のコンクリート作りの数矢小学校である（この数矢小学校の校舎は、筆者が小学校二年生の昭和五十二年まで使っていた。）。焼け出された人々がここに集って来ていた。六人もここで疲れた身体をようやく横たえることができた。体育館で乾パンを配っていた。
数矢小学校で過ごしたのは一晩くらいだろうか。長岡の三島郡越路町で、疎開している三人の子供達と合流しようというのが、自然な流れであった。

齊藤家六人は、徒歩で東京駅八重洲口まで歩き、汽車で長岡を目指した。

　　　　　　　十二

　結局新潟では、長岡から見て西の、柏崎との中間くらいにある、広田の齊藤松次郎家で、しばらく過ごすことになった。山の中である。六郎は普段は東京に居て、仕事をし、江東区永代二丁目に新居の手筈を整えていた。そして、時々松次郎家に帰って来た。つまり、普段から松次郎家に居たのは、いつ、孝＊、正＊、八＊子の五人である。
さて、筆者は新潟県で「豪農の家」を見学したことがあるが、その時、一緒に見学をしていた母、八＊子は「細川家もこんな感じだった」と言っていた。

屋敷の構造としては母屋があり、別棟があり、その二つが廊下で繋がって行き来ができるようになっていた。

母屋の側面には小川が流れており蛍が見られた。また、母屋の脇に大木があり、後年雷がこの木に落ちたのがもとで、火事騒ぎが起きた。その際に屋敷の欄間に飾ってあった「長い太刀」が盗まれたのではないかと言われている。そうだとしたら、まさに火事場泥棒である。しかし、気が付いたら無くなっていた、という感じだったらしくはっきりしていない。この「長い太刀」は実戦で使えるようなものではなく、とにかく長いものだったそうだ。
正＊は地元の小学校に一、二年生の頃通った。八＊子の小学校入学の少し前に、一家は東京に戻り、江東区永代に居を構えた。八＊子は明治小学校に通った。当時、まだ馬車が走っていたそうである。
あとがき
ちょうど、齊藤家の東京大空襲の避難の部分を書いていた時刻、齊藤いつが十条の病院で亡くなった。百一歳だった。私は、その数時間後に祖母の死を知り、亡くなった時刻が、まさに祖母たちについて書いていた時刻であると知って、その時祖母が私に筆を進めるように念を送ってきたのではないかと思った。私の先祖について書くことが、何やら天命のように思えてくる。そして、ついに祖母までが天から私の仕事を見守る側に加わったのだと思う。

かつて深川病院のあった牡丹町公園を歩きながら、私は齊藤家がここに逃げ込んで来た当時の状況と重ね合わそうとする。しかし、そこには平和な公園が広がっているばかりだ。ここに戦前病院があったことすら思い出す人も少ないだろう。時間は一つの場所の風景をこうも変えてしまうのだ。

戦前住んでいた場所についても現在の区画が当時と変わってしまったからか、特定が難しいのだ。齊藤家の門前仲町にしても髙野家の冬木にしてもである。ただし、齊藤家は、どうやら、現在のジョナサンの所であったと私の伯母が推定することはできている。
いずれにしても、かつて長岡に在った髙野家と齊藤家のそれぞれの子孫が、同じ江東区深川に住み、同じ小学校に通い、お互いの祖先の土地が近く（長岡で信濃川を挟んで対岸）であるとも知らずに出会って結婚したのだ。そして、昭和四十四年十一月四日、筆者が生まれた。江戸っ子でありながら長岡の血を両親ともから受け継いだことになる。それは、妹もまた同じである。
さて、筆者が家系研究に興味を持ったのは、中学生の頃である。奥州藤原氏や、清和源氏などの歴史や家系に興味を持ったので、自分の家系も調べてみようと考えたのだ。しかし、その頃は、戸籍を取り寄せるというところまで行かず、両親や祖父母の話を聞いたり、家紋や姓氏家系辞典で調べるなどの範囲に留まった。

歴史にはずっと興味を持ち続けてきたが、平成十九年ごろから各地の山城を歩いてみたりするようになった。本流の歴史だけでなく、地域の歴史や家系に興味が拡がったのだが、その過程で自分の家系に再び関心が湧いてきた。

実家に戻った際に保存されていた戸籍を見せてもらい、北海道へ分家前の戸籍が新潟県古志郡であることが分かった。しかし、古志郡が現在の長岡市であることすらその時は知らなかった。しかし、一たび興味を持って調べれば、先に進むのはあっという間であった。除籍謄本を長岡市と坂城町から取り寄せる。父方も母方も長岡市に依頼できるため簡単でもあった。
長岡市にも行ってみた。摂田屋は伝統工業の残る街でかつての雰囲気を残している様子だった。除籍謄本を見ながら、明治時代の髙野家に思いを馳せるのもごく自然であった。こうして、『髙野家の人々　江戸明治編』ができ、この『大正昭和編』へと続いたのである。
この文章を書くに当たって、様々な人にお話を伺った。みな親切に話していただき、この文章の中に取り上げさせていただいたことも多い。まことに感謝の念に耐えない。
《完》
（執筆自二〇〇八年十二月二十六日至二〇〇九年八月二十四日）
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